
【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
     

  

 
  

   

 

 

  

                                                                 

   

  

  

  
   

     

      
    

0

2

4

6

8

10

12

14

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

感染性胃腸炎発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

新型コロナウイルス感染症発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

手足口病発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10⽉

9⽉

8⽉

7⽉

6⽉

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
6歳 7歳 8歳 9歳 10-14歳 15歳以上

※

73.5%

38.7%
※第41週
分まで

36.5%

19.9%

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

定
点
当
た
り
報
告
数
（
人
）

週

令和2年
令和3年
令和4年
令和5年
令和6年

 手足口病はコクサッキーウイルスを主な原因とする感染症で、口の中や手足

等に水疱を伴う発しんがみられます。川崎市では、令和６年７月に流行のピー

クとなった後、報告数は一旦減少したものの、流行は終息することなく、第４１ 

週（１０月７日～１３日）には定点当たり１２．４９人と、再び大きく増加し

ました。また、６月時点で７３．５％と半数以上を占めていた２歳以下の割合

が、１０月には３８．７％と減少しました。一方、３～５歳の割合は、６月に

は１９．９％でしたが、１０月は３６．５％と大幅に増加しました。 

手足口病は、接触や飛沫による感染の 

リスクが高いため、保育園等の集団施設 

では、手洗いやタオルの共用は避ける等 

の予防対策を徹底しましょう。 

今、何の病気が流行しているか！ 

第４１週報告数第１位 手足口病～報告数が再び大きく増加しています！～ 

令和６年１０月７日（月）～令和６年１０月１３日（日）〔令和６年第４１週〕の感染症発生状況 

第４１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）感染性胃腸炎 ３）新型コロナウイルス感染症でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１２．４９人と前週（８．８６人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．４１人と前週（２．４６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．３６人と前週（３．２６人）から減少しました。 

第４１週報告数第３位 

第４１週報告数第２位 
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川崎市における手足口病の発生状況（５年間） 

流行発生警報基準値 

手足口病の予防対策 

 

流水と石けんで 
十分に手を洗う。 

おむつや排泄物 
の適切な処理 

 

タオルの共用 
は避ける。 

川崎市における手足口病の月別年齢別発生状況 
－令和６年６月～１０月－ 


